
函館市における燃やせるごみの内訳

燃やせるごみの中で

一番多いものは

「厨芥類（生ごみ）」

生ごみの約８０％は

水分です。

水切りをすることで

ごみを減らすことが

できます。

（令和４年度 燃やせるごみ組成分析調査）
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お菓子や冷凍食品の袋・薬の包みなど

燃やせるごみの中には

資源となるプラスチック

容器包装や紙類（資源物）

も含まれています。

分別して資源にすることで

ごみを減らしましょう！

（令和４年度 燃やせるごみ組成分析調査）
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